（Ｈ26年5月）

· 職場の活性化を図るユニークな社内表彰制度をご紹介します！
いきなり「社内表彰制度」と言われて一般的にイメージするものは、おそらく「永年勤続表彰」「無事故・無違反表彰」といったところでしょうか。以下に紹介する３社の表彰制度は、費用もほとんどかからずに職場の活性化が期待できるものですので、是非とも参考にし、会社オリジナルの表彰制度を作ってみては如何でしょうか？
· スターフェスティバル㈱（お弁当等の法人向けデリバリー総合サイト「ごちクル」の運営）
従業員212名で、ミシュラン星付き名店や行列の絶えないお店等に特製弁当を企画提案するなどして、顧客の用途に合ったお弁当を指定の日時・場所に配達している会社です。
『スタフェスセクシー賞』を設け、毎月がんばったスタッフを讃える意味で『セクシー賞』に数名、その中から社長賞に相当する『プラチナ・セクシー賞』に1名選出します。選出方法はスタッフ全員の投票制で、必ず理由（コメント）を添えて投票し、そのコメントが投票された人全員に後でフィードバックされます。投票した人の名前は伏せられますが、自分がどう評価されているかが実感でき、「誰かが見ていてくれる。これからもがんばろう！」という気持ちになれるとのこと。ちなみに、『プラチナ・セクシー賞』を受賞すると、１ヶ月間社内のリフレッシュコーナーの有料ドリンクが飲み放題、お菓子も食べ放題、さらに社内に１脚しかないスーパーラグジュアリーチェアーに座れる権利も付いてくるそうです。

（ネーミングの「セクシー」は「素敵」「最高」の意）
· ㈱ベアーズ（家事代行サービス等）

従業員140名（登録スタッフ数4,300名）で主に関東・関西圏において個人宅だけでなく、大手企業と法人契約を結んで子育てママ（従業員）の支援等を行っている会社です。

『リボン賞』というネーミングは、人が大切なものを贈るときや捧げるときにリボンを添えることから「表彰される人の心にリボンを添える」という意味で命名されました。この賞は毎日の全体朝礼時に、「ありがとう」という感謝の気持ちを皆の前で伝えたいときに、その場で発表することから始まります。「ありがとう」の言葉を頂くのは個人ですが、その人が所属する部署にその都度「ありがとう」スタンプが授与されます。そのスタンプが毎月最も多い部署に『リボン賞』が授与されます。この賞によって、従業員がただ単に自分の仕事をこなすのではなく、誰かが困っていたら積極的に助けたり手伝ってあげるという企業文化を根付かせることと、部署を表彰することでのチーム力の向上を狙いとしています。
· メディアリンク㈱（コールセンター向けシステムの開発・保守等）

ソフトバンクグループやGMOグループ等のコールセンターコミュニケーションに特化したWebシステムを通じ、毎日１万２千人以上の会話を支えている会社です。
『自慢大会』という個人の自慢話のイベントを毎月催しています。ルールは２つだけで、１つは「仕事に関すること」、もう１つは「３分で話す」ことです。この大会で賞を取る上で重要なことは、自慢（エピソード）の内容もさることながら、３分で要点をうまく纏めて人に伝える表現力だそうです。短い時間で話を纏めるポイントは、まず結論から先に話し、次にその理由や根拠を３つ話し、最後に時間があれば結論を繰り返すこと。システムエンジニアの割合が高く、話ベタが多かったのですが、この訓練により顧客とのコニュニケーション能力が格段に向上したとのことです。
結局のところ、表彰制度とは従業員を褒めたたえる行為を制度化したものです。制度化することである意味強制的に褒めているわけですが、そのことが個人の成長や能力の向上にとどまらず、職場や組織の活性化という副産物を生む結果につながるのであれば、これをもっともっと有効に活用すべきではないかと思います。（工藤克己）
